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東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
運
休

し
て
い
た
対
馬
・
釜
山
航
路
は
６

月
17
日
に
再
開
し
ま
し
た
が
、
運

休
の
間
、
対
馬
の
経
済
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
理
由
や
規

模
は
違
い
ま
す
が
四
百
年
以
上
昔

に
も
交
易
が
途
絶
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
二
度

に
わ
た
る
朝
鮮
出
兵
で
し
た
。
当

時
、
対
馬
の
財
政
は
、
朝
鮮
と
の

交
易
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
っ

て
も
よ
く
、
戦
争
に
よ
っ
て
そ
の

交
易
が
中
断
す
る
こ
と
は
、
ま
さ

に
対
馬
島
民
の
死
活
に
つ
な
が
る

大
問
題
で
し
た
。そ
れ
だ
け
に
、国

交
回
復
は
対
馬
が
第
一
に
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
し
た
。

　
対
馬
島
主
宗
義
智
は
、
慶
長
四

年
（
1
5
9
9
）
日
本
軍
の
朝
鮮

か
ら
の
引
き
揚
げ
が
完
了
す
る
と
、

何
人
も
の
使
者
を
朝
鮮
に
送
り
ま

し
た
が
一
人
も
帰
っ
て
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
そ
こ
で
慶
長
五
年（
1
6
0
0
）

二
月
、
宗
義
智
と
家
臣
柳
川
調
信

は
、
朝
鮮
の
役
で
日
本
軍
に
捕
ら

え
ら
れ
た
俘
虜
を
送
還
し
ま
し
た
。

同
年
四
月
に
は
橘
智
正
が
俘
虜
三

千
人
を
連
れ
て
交
渉
に
あ
た
っ
た

結
果
、
朝
鮮
側
も
次
第
に
対
馬
の

修
交
回
復
へ
の
努
力
を
認
め
て
、

慶
長
七
年
正
月
に
は
対
馬
に
使
者

を
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
橘

智
正
は
数
回
に
わ
た
り
朝
鮮
に
行

き
俘
虜
を
送
還
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
努
力
が
実
り
、
慶
長

九
年
（
1
6
0
4
）
八
月
に
は
朝

鮮
か
ら
僧
惟
政
（
松
雲
大
師
）
が

対
馬
に
派
遣
さ
れ
修
交
問
題
を
論

議
し
、
新
し
い
事
態
が
開
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
翌
年
四
月
宗

義
智
は
、
僧
惟
政
と
柳
川
調
信
、

僧
玄
蘇
を
伴
っ
て
上
京
し
、
伏
見

城
で
徳
川
家
康
と
秀
忠
に
会
い
ま

し
た
。
徳
川
氏
は
朝
鮮
の
役
に
は

関
係
な
か
っ
た
も

の
で
、
当
然
に
修

交
す
べ
き
こ
と
と
、

俘
虜
を
送
還
す
る

こ
と
を
約
束
し
、

江
戸
幕
府
と
朝
鮮

と
の
関
係
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
折
衝

過
程
で
、
幕
府
は
宗
義
智
に
日
朝

両
国
の
修
交
担
当
を
命
じ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
持
っ
た
宗
義
智
は
、

家
康
の
国
書
を
書
き
換
え
る
な
ど

大
変
な
苦
労
を
し
て
朝
鮮
と
の
交

渉
を
成
功
さ
せ
、
つ
い
に
慶
長

十
二
年
（
1
6
0
7
）
に
朝
鮮
通

信
使
を
招
く
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。

　
朝
鮮
出
兵
、
関
が
原
の
戦
い
、

国
交
回
復
交
渉
と
い
う
波
瀾
万
丈

の
生
涯
を
送
っ
た
宗
義
智
を
主
人

公
に
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
さ
ん

が
『
対
馬
物
語
』
と
い
う
脚
本
を

書
き
ま
し
た
。
11
月
５
日
に
対
馬

市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
対
馬
市
民
劇

団「
漁
火
」に
よ
る
公
演
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
参
考
文
献

厳
原
町
誌
平
成
九
年

　
厳
原
町
誌
編
集
委
員
会
）
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◆８月のおはなし会はお休みします。�

◆長崎県立図書館所有の図書を貸し出しています。�

　どうぞ、ご利用ください。�
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深くて広い宇宙観・自然観・人間観を持った金
子みすゞの詩は、子どもの心と言葉の成長に役
立つ。小学3年生から6年生までを対象に、作品
を通して言葉を丁寧に教え、子どもに語らせる
国語授業の実践記録。

全国各地の保育園で実践された食育活動24
例と、その園の親子が地域の食材を生かして
クッキングをする様子＆レシピを紹介。子ど
もと楽しむ「食育クイズ」も掲載する。CSテ
レビ「おやこでクッキングIN保育園」を書籍化。

「毎日少しずつ片づけ習慣」では一生片づかない。
「場所別」はダメ、「モノ別」に片づけよう。「思い
出品」から手をつけると必ず失敗する・・・。一度
習えば二度と散らかさない、「こんまり流とき
めき整理収納法」を伝授する。

1巻・・・水野いるかは、チビでガリで成績もビ
リでダメ小学生。かっこよくクールな柳田く
んが好きだけど、鈍感でいるのか気持ちには
気づいてくれない。でもある日、ふしぎなフェ
アリーが現れて・・・。2巻、3巻は来てのお楽しみ！

『子どもたちと金子みすゞの作品を読む』�
清水　左知子／著�

ぎもんランキング編集委員会／編�

『食育アイデアBOOK』�
キッズステーション／著� 近藤　麻理恵／著�

『人生がときめく片づけの魔法』�

「1年生　100にききました」・・・・カブトム
シとクワガタムシとどっちが強いの？恐竜は今
でもいるの？アリは高いところから落ちてもな
ぜ平気なの？小学１年生100人に出したクイズ
の中から、正解した人数の多かった順に紹介する。

『なぜなにランキング』1年～6年、全6巻�

「仕事はだまってしよう」「すばらしいことに
は拍手しよう」「怒る前に５つ数えよう」など、
子どもたちに身につけてほしい世の中のルール
をマンガでやさしく紹介する。ソーシャルスキ
ルトレーニングに利用できるテキスト。

『マンガでわかるよのなかのルール』�
横山　浩之／著� みずの　まい／編�

『お願いフェアリー』１～3巻�
児
童
書�

今月のおすすめ新着本�

一
般
書�

広報つしま21
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